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飯山市 の歴史

   美術館情報

 北信濃の四季写真展 

 ―関 修が写すふるさと―

　現在、美術館ではギャラリー企画展として、市内田町在
住の写真家・関

せき
修

おさむ
さん（1931～）が撮影した郷土の四季折々

の風景写真約 50 点をご紹介しています。
　夕暮れ時の幻想的な菜の花畑と千曲川や樹齢 400 年以
上と言われているブナの巨木『森太郎』を撮影した作品など、
北信濃の魅力を存分に感じさせてくれる写真の数々を一人
でも多くの方々にご覧いただきたいと思います。

●開館時間：午前９時～午後５時
●休館日：毎週月曜日
●入館料：大人３００円、市内の小中学生は無料
●お問い合わせ先：美術館☎６２－１５０１

８月２２日まで開催

「北信濃に原風景を見た美術家たち」展
　飯山市出身及びゆかりの美術家で、現在は市外で活躍
している方々の作品をご紹介します。
出品作家：猪瀬清四朗・浦野吉人・小野澤健一・木原
正徳・小林宏・小山オサム・齋藤一郎・柴田長俊・野
口俊文・松田暢夫・鷲森秀樹（敬称略、50 音順）
開催期間：９月４日（土）～１１月７日（日）

 

飯
山
ふ
る
さ
と
検
定

       
求
む
。知
識
欲
の
挑
戦
を
。

奥信濃の美しい風景写真をご覧ください

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
関
連
事
業

　

地
元
飯
山
に
つ
い
て
、
解
き
応

え
あ
る
問
題
50
問
が
出
題
さ
れ
る

「
飯
山
ふ
る
さ
と
検
定
」
を
10
月
２

日
土
・
３
日
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
問
題
で
構
成
す
る
初

級
か
ら
、
時
間
を
か
け
て
み
っ
ち

り
勉
強
し
な
け
れ
ば
解
け
な
い
マ

イ
ス
タ
ー
ま
で
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

３
つ
の
級
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
飯
山
の
知
識
を

深
め
る
勉
強
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
秋
の

検
定
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

市
公
民
館
、
ふ
る
さ
と
館
で
は
、

昨
年
の
問
題
を
す
べ
て
収
録
し
た

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
配
り
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
検

定
さ
な
が
ら
に
問
題
に
チ
ャ
レ
ン

受
検
者
募
集

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

検
定
日　
１０
月
２
日（
土
）

中
学
生
の
部
は
３
日（
日
）

場
所　
市
公
民
館 

２
０
６
教
室

各
級
の
概
要

◎
小
学
生
の
部

　
１５
時
～
１５
時
２０
分

※
検
定
問
題
４
点
╳
25
問（
得
点
に

よ
り
合
格
級
が
異
な
り
ま
す
）

※
合
格
者
へ
認
定
証
と
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
一
般
の
部【
初
級
】

　

１６
時
～
１６
時
２０
分

◎
一
般
の
部【
上
級
】　

　

１６
時
３０
分
～
１７
時

◎
一
般
の
部【
マ
イ
ス
タ
ー
】　

　

１７
時
１０
分
～
１７
時
４０
分

※
級
に
よ
り
問
題
が
異
な
り
、各
級

ハレ（晴れ）の日の伝統食
飯山のお盆やお祭りなどに欠
かせないのは、えご、いもな
ます、ゼンマイ煮などの「ハ
レの日のおごっつぉ」です。
スーパーに行けばたいていの
ものが手に入る時代になりま
したが、海草や保存食を使い、
手間ひまをかけた心づくしの
食卓には、長く受け継がれた
昔の人の智恵やおもてなしの
心が詰まっています。
えご、いもなます、笹ずし、
富倉そばは、市選択無形民俗
文化財に認定されています。

　

飯
山
市
内
に
は
数
多
く
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　
人
の々
神
さ
ま
に
対
す
る
篤
い
信
仰
心
と
保
護

に
よ
って
維
持
さ
れ
て
き
た
社（
や
し
ろ
）は
、歴

史
と
信
仰
の
風
土
を
残
す
鎮
守
の
杜
に
、た
く
さ

んの
宝
物
を
今
に
伝
え
てい
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、古
い
歴
史
を
有
す
る
神
社

に
奉
ら
れ
、現
在
ま
で
伝
来
し
て
き
た
神
社
の
宝

も
の
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

70
点
以
上
で
合
格
。
合
格
す
る
と

次
回
か
ら
上
位
の
級
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
検
定
問
題
２
点
╳
50
問

※
合
格
者
へ
認
定
証
と
楯
を
差
し

上
げ
ま
す
。

◎
中
学
生
の
部【
中
学
生
ふ
る
さ

と
ク
イ
ズ
大
会
】

１０
月
３
日（
日
）　（
※
中
学
生
の
部

の
み
日
程
が
異
な
り
ま
す
）

１３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

※
３
人
一
組
で
参
加
し
、チ
ー
ム
対

抗
戦
を
行
い
ま
す
。チ
ー
ム
の
団
結

力
と
知
識
量
で
上
位
入
賞
を
目
指

し
ま
す
。

※
合
格
者
へ
認
定
証
を
差
し
上
げ

ま
す
。

申
込
締
切　
９
月
30
日
（
木
）

※
申
込
用
紙
に
検
定
料
を
添
え
て
、

市
公
民
館
ま
た
は
ふ
る
さ
と
館
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
小
中

学
生
は
、９
月
17
日（
金
）ま
で
に

各
学
校へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さい
。

※
申
込
用
紙
は
市
公
民
館
、
ふ
る

さ
と
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

  （http://w
w

w
.city.iiyam

a.
n

a
g

a
n

o
.jp

/so
sh

ik
i/

gakusyuusien/furusatokan

）

検
定
料　

▽
小
・
中
学
生
の
部　

無
料  

▽
一
般
の
部　
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

飯
山
市
公
民
館
内
学
習
支
援
課
文

化
振
興
係
（
☎
62-

３
３
４
２
）、

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
（
☎
67-

２
０
３
０
）

答え 第１問：③（昨年の一般の部上級）、第２問③（同初級）、第３問②（同マイスター）

 中央橋の架かっている
場所は、かつてなんと
呼ばれていたでしょうか。

①上
かみ

船
ふ な と

渡
②中

なか

船渡
③下

しも

船渡

  島
しまざき

崎藤
とうそん

村は小説「破
は

戒
かい

」
のなかで飯山をどのよう 
  に記述したでしょうか。

①信州の小京都
②信州第一の仏教の地
③雪国の小京都

昨
年
の
ふ
る
さ
と
検
定
の

問
題
を
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

めざせ！検定合格

 北信濃の伝統食「やしょ
うま」は一般的にいつ
 作られるのでしょうか。

①小正月
②大　寒
③涅

ね は ん

槃会
え

『
鎮ち

ん
じ
ゅ守

の
杜も

り

の
宝
も
の
』

植
物
研
究
家
の
故
丸
山
利
雄
先

生
（
蓮
地
区
）
の
ご
遺
族
か
ら
、

先
生
の
原
稿
や
野
帳
、
書
籍
な
ど

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生

は
、「
し
な
の
植
物
考
」
や
「
し
な

の
植
物
ご
よ
み
」
な
ど
の
著
者
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
飯
山
市
誌

自
然
編
の
刊
行
に
も
顧
問
と
し
て

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
の
野
帳
に
は
、
現
地
で
の

詳
細
な
調
査
活
動
が
几
帳
面
な
文

字
で
し
た
た
め
ら
れ
て
お
り
、
先

生
の
研
究
活
動
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
ま
た
、

書
籍
や
講
演
の
た
め
の
原
稿
、
研

究
書
籍
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
書
籍

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
ふ
る
さ
と
館
学
習
室

植
物
研
究
家

故 

丸
山
利
雄
先
生 

ご
遺
族
か
ら
資
料
の
寄
贈

に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

△長年の現地調査の記録が
　びっしり書き込まれたたくさんの資料。

企画展の予告

第１問第２問第３問

ふるさと館 新作ビデオ上映会
好評のビデオ上映会。９月は長野県無形民俗文化財指定の『五
束の太々神楽』です。静かな館内で、伝統芸能を味わってください。

■場　　所
■上映時間 

飯山市ふるさと館 学習室

毎週日曜日午前１０時～、午後３時～（約30分）

■
期　
間　
　

　
９
月
７
日（
火
）～
11
月
23
日（
祝
日
）

■
場　
所　
　

　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
企
画
展
示
室

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　

   （
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
入
館
料

　
大
人
２
０
０
円　
小
中
学
生
１
０
０
円　

　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

ふ
る
さ
と
館
企
画
展
の
お
知
ら
せ


